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一 般 会 計 � （単位：千円）�

相楽地区ふるさと市町村圏振興事業特別会計� （単位：千円）�

歳 入�
703,000�
（100％）� 分担金及び�

負担金�
501,421�
（71.3％）� 衛生費�

397,805�
（56.6％）�

振興総務費�
620�

（20.7％）�

財産収入�
1,264�

（42.1％）�

繰入金�
1,700�

（56.7％）�

繰越金　1�
（0.0％）�

諸収入　35�
（1.2％）�

事業推進費�
1,100�

（36.7％）�

事業費�
625�

（20.8％）�

広域的�
事業推進費�
540�

（18.0％）�

予備費　115�
（3.8％）�

公債費�
257,009�
（36.5％）�

予備費�
13,170�
（1.9％）�

総務費�
34,404�
（4.9％）�

議会費　612�
（0.1％）�

使用料及び�
手数料�
188,429�
（26.8％）�

繰越金�
12,893�
（1.8％）�

諸収入　257�
（0.1％）�

歳 出�
703,000�
（100％）�

歳 出�
3,000�
（100％）�

歳 入�
3,000�
（100％）�

山 城 町 55,893千円 �
木 津 町 93,144千円 �
加 茂 町 181,201千円 �
（公債費分担金　136,337千円を含む。）�

笠 置 町 23,901千円 �
和 束 町 39,702千円      �
精 華 町 80,975千円�
南山城村 26,605千円�

①清掃総務費 863千円�
②し尿処理費 396,942千円�
・大谷処理場運転維持管理業務委託料 220,950千円�
・し尿収集運搬業務委託料 167,900千円�
・大阪湾フェニックス負担金 42千円�
 ほか�

広域圏だより�
「だい好き！そうらく」作成�
年２回発行（６／１・１／１）�
（事業費：1,100千円）�

第14回相楽の文化を�
創るつどいの開催　�
（事業費：540千円）�

�

大谷処理場�

相楽会館�

相楽ふるさと塾�
（第13期）の開講�

（事業費：435千円）�

ホームページ管理運営（事業費：190千円）�

平成18年度相楽郡広域事務組合予算が決まりました�平成18年度相楽郡広域事務組合予算が決まりました�平成18年度相楽郡広域事務組合予算が決まりました�

提 案 主 旨
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代表理事 木 村　要
（精華町長）
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�情報公開制度とは …�
�
�
�実 施 機 関 …�
�請求できる人 …�

情報公開制度は、組合が任意に情報を提供する「だい好き！そうらく」や組合に公開が義務づ
けられている「公表」とは異なり、組合がもっている情報を住民の皆さんの請求により公開す
るものです。 
代表理事、監査委員、公平委員会及び議会の４機関です。 
どなたでもできます。 

相楽郡広域事務組合情報公開条例を制定しました�

相楽郡広域事務組合個人情報保護条例を制定しました�

情報公開制度を実施する機関が作成又は取得
した文書等で決裁、回覧を終了した情報を対
象とします。また、原則的には、条例施行日
以降に作成又は取得した情報を対象とします。 

原則的には、すべての情報が開示の対象となりますが、例外として次のような
情報は開示できないことがあります。 
・個人のプライバシーに関する情報 
・法人等の情報で、公にすることにより法人等の公正な利益を害する情報 
・法令又は条例等の規定により公にすることができない情報 
・審議等の意思形成過程に関する情報 
・組合等の事務事業の情報で、公にすることにより適正な執行に支障を及ぼす情報 
・公にすることにより公共の安全と秩序の維持に支障を及ぼす情報等 

請求から開示までの手続き�

所定の請求書に氏名、住所、公開の請
求に係る情報を特定するために必要
な事項などを記入して、相楽郡広域
事務組合事務局へ提出してください。 

請求書を受理した日から15日以内に
開示するかどうかを決定し、請求者
に書面で通知します。やむを得ない
理由があるときは、決定期間を延長
する場合もあります。 

開示は、開示決定通知書に記載され
た日時、場所で行います。開示に要す
る費用は無料ですが、写しの交付は
有料となります。 

開示できない情報（非開示情報）�開示請求ができる情報�

請求書の提出� 開示の決定� 開示の方法�

開示できない情報（非開示情報）�開示請求ができる情報�

請求から開示までの手続き�

　開示又は訂正等の請求に対する決定について不服申立てがあった場合に、実施機関の諮問に応じて審査を行ったり、その他個人情報の
保護に関する重要事項について調査審議するため、相楽郡広域事務組合情報公開・個人情報保護審査会を設置しています。 

●個人情報とは　…　個人情報とは、個人に関する情報であって、特定の個人が識別され、又は識別され得るものをいいます。 
例えば、氏名、住所、年齢、職業、学歴、収入などが該当します。 

●対象となる機関　…　制度を実施する機関は、代表理事、監査委員、公平委員会及び議会です。 

●請求できる人　…　実施機関が保有している個人情報の本人であるすべての人です。 

　この条例は、相楽郡広域事務組合が保有している情報の中に含まれている個人情報を適正に取り扱うことを定め、自己に
関する情報について開示を請求したり、誤りがある場合の訂正を請求したりすることのできる制度です。 
　この制度によって、個人の権利利益の保護を図るとともに、組合行政の公正かつ適正な運営を推進します。 

《相楽郡広域事務組合情報公開・個人情報保護審査会》 

（平成18年４月１日施行）�

（平成18年４月１日施行）�
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おから入り煮込みハンバーグ�おから入り煮込みハンバーグ�
◆材料（６人分）�◆作り方�

①玉ねぎはみじん切りにし油で炒め、冷ましておく。 
②豚ひき肉・おから・卵・牛乳・塩・こしょう・ナツメグを加えよく混ぜ合
わせ、①を加え、さらによく混ぜ合わせる。 
③丸く形をつくり、小麦粉をうすくまぶす。 
④フライパンに半量のサラダ油を熱し、ハンバーグの両面を焼き、取り
出す。（中まで火が通らなくてもよい） 
⑤にんじんはいちょう切りし、しめじ、しいたけも食べやすい大きさに
切る。 
⑥煮込み鍋で残りのサラダ油で野菜（にんじん、しめじ、しいたけ）を炒
め、スープとトマトジュースを加え、煮立ったらハンバーグを入れる。 
⑦ケチャップとウスターソースを加え、ふたをし、煮込み、塩・こしょう
で味を調える。 
⑧ブロッコリーは、小房にし、ゆでて、ハンバーグに添える。 ＜食生活改善推進員協議会　加茂町いずみ会＞ 

豚ひき肉 360g 
おから 120g 
玉ねぎ 180g 
油 12g 
卵 48g 
牛乳 60g 
塩 1.8g 
こしょう 少々 
ナツメグ 少々 
小麦粉 18g 
にんじん 120g 
しめじ 120g 
しいたけ 60g 

ブロッコリー 180g 
トマトジュース 300g 
コンソメ 6g 
水 480g 
ケチャップ 108g 
ウスターソース 12g 
塩 少々 
こしょう 少々 
サラダ油 18g

64 6.1 1.9

カルシウム�
（mg）�

食物繊維�
（g）�

塩分�
（g）�

313 17 16.4

エネルギー�
（kcal）�

タンパク質�
（g）�

脂質�
（g）�

（１人分） 
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相楽郡での「水洗化率」は約79％に
毎日の生活から排出されるゴミやし尿は「一般廃棄物」として、

収集・処理することは市町村の責任となっており、この廃棄物問題
を解決することは行政にとって重要な課題です。特に相楽郡での
「し尿処理問題」は昭和46年10月に大谷処理場（山城町）を7カ町村
が共同（当時は相楽郡衛生管理組合―現在は相楽郡広域事務組合）
で設置したことにより飛躍的に改善されました。今年は、その大谷
処理場が事業を始めて35年を迎えます。今日では生活文化の進歩に
よって水洗化（下水道や合併浄化槽）が進み、相楽郡内でも全国平
均とほぼ同じ約79パーセントになっています。現在、大谷処理場は
20,120人のし尿と17,800人の浄化槽汚泥、約29,000�／年の処理を行
なっています。
今後さらに、下水道の普及によって「し尿」業務は年々減少して

いくことが確実ですが、この機会に「し尿処理の歴史」を振り返っ
てみることにしました。

循環経済の原型となった江戸時代
「豚のエサにする」「川に流す」「穴を掘って土をかぶせる」??こ

れは、みんな昔の人が行なったトイレ処理の方法です。米づくりが
普及した日本では、ヨーロッパなどと違って、平安時代には牛馬の
糞尿が、鎌倉時代からは人のし尿が農業用肥料として活用されてき
ました。このように「都市」住民のし尿が農村の肥料として使用され、
そこで採れた農作物が都市で消費されるという「循環」型社会の原
型になったのは江戸時代になってからであると考えられています。

し尿処理が市町村の責任に
明治10年（1892）、東京で「コレラ」が発生し、政府は「し尿が原

因ではないか」ということから、「汚物除去法」（明治33年）をつく
り、「し尿処理の主要な責任は市町村にある」と規定しました。一方、
イギリスなどで開発された「水洗トイレ」は一部の施設で使われま
したが、戦後の昭和30年代前半まで殆どの農家は自分の畑の溜池に
入れて肥料として使い、街の人は農家や専門の業者に頼んでいまし
た。（農家の人は街のし尿を有償で汲み取りに行くような時期もあり
ました。）記録によれば、夏場には、大和郡山市の金魚池、冬場には
竹の子山の溜め池に持っていくなどの活用もされたようです。

相楽郡での専門業者による収集
業務は昭和40年頃から
戦後、し尿が原因と考えられる赤

痢やポリオが増加したため、国では
環境衛生の改善を目的にした「清掃
法」や「水道法」を制定し、大都市
を中心にバキューム車が登場し、し
尿処理場の建設に国の補助がつくようになりました。
相楽郡で本格的な専門業者による収集が始まったのは、昭和40年

頃からですが、この時期はまだ収集業者の皆さんに依存した状態で、
集めてきたし尿は業者が自分の山や畑に穴を掘って土を被せるよう
な処理が主流でありました。この時期は収集事業も不定期で経営も
不安定で、従業員を確保することが困難な時期であり、参入する業
者も少ない状態でありました。しかし、昭和40年代に入り住民の生
活や衛生意識が向上し、人口も増えてきたことから、し尿処理問題
は深刻な問題となり、各町村の行政課題としてその解決が求められ
ました。

共同で施設を建設・運営
こうした現状を打開するため、昭和44年9月に郡内7カ町村が共同

（相楽郡衛生管理組合）して、山城町を初めとする行政の必死の努力
と上狛地域の住民の皆さんの理解、協力の下で現在の山城町上狛大
谷地区で処理場を建設することが決められ、二年後の昭和46年10月
に完成し稼動しました。
採用された機種は、「三菱高速酸

化方式（70�／日）」、空気中の酸素
を有効に利用して、有機物を酸化す
ることによって、し尿を短時間で処
理するという新しい技術を取り入れ
たもので、用地費、造成工事費、施
設建設費で総額1億6千万は7カ町村

で負担されました。
その後約15年間ほどは高度処理設備の設置や脱水装置の改造など

公害対策も取られてきましたが、管内人口は急速に増え続け、大谷
処理場で処理できないし尿等を、専門の業者に委託して海洋投入処
分に頼らざるをえないという時期が続きました。ちなみにピークと
なる平成元年度では、全搬入量38,715�のうち21％にあたる8,230�
が海洋投入処分されました。（海洋投入は、ロンドン条約により平成
19年1月末で全面禁止になりますが、当組合では平成17年度は260�
（し尿等50�、槽の清掃汚泥210�）、18年度は200�（槽の清掃汚泥
のみ）を見込んでいます。平成19年
度以降は、陸上処理になります。）
平成6年には、国の窒素・リンの

排出基準が強化され、施設自体の老
朽化も進んできたことから平成9年
度より76�／日の能力を持つ近代的
な施設（高負荷脱窒素処理＋高度処
理）への建て替え工事を約 35億
6,900万円をかけて、4年がかりの大工事を行ない、平成13年度より
立派な施設として姿を変えました。

「大谷処理場35年の歴史」を簡単に振り返ってみましたが、今は
スイッチやボタンを押すと、瞬間的に目の前から排泄物がなくなる
便利で快適な生活が当たり前の暮らしをしていますが、これを機会
に「古き良き時代」を思い出して、子どもや孫たちに伝えてほしい
ものです。

�日本の農業は、米づくりですが、それには多くの肥料と労力が必要
で、昔は家畜も少なく、化学肥料もなかったため、し尿が貴重な肥
料となりました。
�江戸時代は、新田が開墾され、人口が増加し、江戸や大阪のし尿は
貴重な肥料で、汲み取りや運搬を業とする者が登場してきました。
地主や家主と契約し、代価を決定し、そのし尿を農民に売り渡して
利益を得ていました。
�明治に入り、欧米諸国から「上下水道」など化学・技術が導入され
ました。
�明治10年、東京に「コレラ」が発生。政府はし尿が原因であるとし
て、同33年「下水道法」「汚物掃除法」をつくり、し尿のくみ取り
が有料で市町村が行うことになりました。しかし、この時期の下水
道は、土地の清潔を保持や雨水、汚水を排除することが主目的で、
し尿は貴重な資源でありました。
�昭和20年代後半から化学肥料供給が円滑になりはじめると、都市部
では、あまったし尿の処理が社会問題化しました。
�昭和25年、「し尿の機械化、嫌気性消化処理」（し尿を気密容器に入
れ、空気と遮断して、徹底的に腐敗させ、その工程中に発生する殺
菌性物質（アンモニア、フェノールなどによって病原菌や寄生虫卵
を侵食破壊する方法）で、し尿の直接処理の方向が示され、28年か
らし尿処理施設の建設に補助（四分の一）されました。
�昭和27年　「バキューム車」が導入、これによって肥桶をのせたト
ラックや牛馬が町から消えました。
�昭和29年　「清掃法」－近代的清掃制度の体系の整備
�昭和45年　「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」
�昭和50年　「下水道の整備に伴う一般廃棄物処理業等の合理化に関

する特別措置法」
�昭和58年　「浄化槽法」
�平成 9年　し尿処理施設から「汚泥再生処理センター」へ転換

※衛生的処理のみでなく、資源循環型社会の構築を目指す。

し尿処理の主な歴史

し尿処理は日本独特の技術

昭和40年代のバキューム車

昭和46年 竣工当時の大谷処理場

平成13年竣工 現在の大谷処理場

満35周年を迎える大谷処理場�満35周年を迎える大谷処理場�

�現在、全国で約1,100ヶ所、約80,000�／日が処理（浄化槽汚泥も含
む）されています。
�近年、閉鎖性水域の富栄養化の観点から、BOD除去のみならず、
窒素･リンの除去が重要であり、処理方法の主流は「生物的脱窒素
処理方式」であります。
�放流の水質基準は、

PH5.8～8.6 BOD 10㎎／�以下　COD20㎎／�以下
SS 10㎎／�以下　T-N 10㎎／�以下　T-P 1㎎／�以下
色度30度以下　大腸菌群数3,000個／�以下　です。

�大谷処理場では、これらのものすべてが基準値以内で、大谷川から
木津川に放流されています。
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し尿処理施設と快適な環境づくり�

○指定検査機関の定期検査を受けてください。�
使用開始後の５～10ヵ月の間に１回（７条検査）と、その後は１年に１回（11条検査）、京都府知事
が指定した検査機関の検査を受けなければならないことが、浄化槽法で義務づけられています。
※指定検査機関　社団法人　京都保健衛生協会　TEL（075）681－1727�

○保守点検は登録業者に�
保守点検は機械の点検・補修や消毒剤の補給などを行います。概ね３～４ヵ月に１回以上（機種に
より異なる）行ってください。保守点検は、京都府の登録業者が行うことになっています。
※問い合わせ先　京都府山城南保健所　環境衛生室環境担当　TEL（0774）72－4303（直通）�

　　　　　　　　　�京都府浄化槽協会　TEL（075）751－9065

　皆さん初めまして。この施設（大谷処理場）は地域にありながら、表舞台に出ることなく皆様
方も知る機会が少ないと思います。しかしながら、環境社会に与える影響は重大であり、皆様方
の快適な生活を守るためには必要かつ重要な施設と、自覚と責務に向かって日夜努力をいたして
おります。�
　近年の施設はフル・オートを基本として設計されておりますが、その管理も時代の変化ととも
に高度化しております。その高度化された施設を管理し、適正なし尿処理と運転の責務をはたす
ため、職員一同、安全衛生活動の充実を図り、技術力向上に切磋琢磨しております。�
　なお、し尿処理施設は各ユニット設備で構成され、設備の能力を発揮するため、機器操作・分
析・機器点検整備を実施しております。�
　それでは、これからも『大谷処理場』のご理解とご指導をよろしくお願いいたします。�

　ここでは、搬入されたし尿
と浄化槽汚泥のなかに混じっ
ている余計な固形物を取り除
いています。�

（汚泥処理設備）�（受入貯留設備）� （主処理設備）�

　水分の適正な管理、含水率
の維持管理に注意を払ってい
ます。�

　バキューム車で集められた
し尿や浄化槽汚泥を受入して
います。�

　残った汚れを砂の中を通し
て取り除いています。�

　微生物により、汚れを取り
除く処理をしています。�

　残った色などを活性
炭の中を通して取り除
いています。�

　法律で決められた基準に合
格したきれいな水を木津川に
流します。�

　大谷処理場全体の監視と操
作をしています。�

（高度処理設備）� （凝集沈澱設備）�

　いろいろな薬品を加え、汚
れを除いています。�

　脱水処理された汚泥を、乾
燥させ、焼却処理しています。
焼却灰は、フェニックス埋立
地へ搬出します。�

（管理設備）�

　分析値の精度について細心
の注意を払っています。精度
の高い数値が責務です。�

中央監視室� 水質管理�

　水槽や処理工程から出るい
ろいろな臭いを薬品で洗浄し
ています。�

（脱臭設備）�

現場職員にインタビュー！�

日頃から何を心がけて仕事に取り組ん
でいますか。�

安全衛生（槽の酸欠、硫化水素中毒、
危険物・薬品などの取扱い）に気をつ
けています。�

圏域の皆様にお伝えしたいことは。�

便槽や浄化槽に、天ぷら油、化学薬品
など微生物を殺す物質を混入させない
でください。�

この仕事に携わるなかで、やりがいは。�

汚いし尿や浄化槽汚泥を飲めるぐらい
のきれいな水にして、木津川へ放流し
ているという大切な仕事に携わってい
ることです。�

し尿処理施設と快適な環境づくり�し尿処理施設と快適な環境づくり�

浄化槽の適正な管理をお願いします�浄化槽の適正な管理をお願いします�浄化槽の適正な管理をお願いします�

くみ取り券�
（10リットル）�
１枚　100円�

　し尿くみ取りは、現金による支払いは
できません。くみ取りを依頼するときは、
「くみ取り券」を用意ください。�

大谷処理場 運転責任者 
平 田　昌 則 

（京都南部環境事業協同組合 相楽事業所長） 
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